
                                 令和元年 11月 27日 

 

                                  北海学園大学 

                                学長 安酸 敏眞 

 

2020（令和 2）年度推薦入学試験（公募制）小論文における出題ミスについて 

 

 11 月 24 日（日）に実施した 2020（令和 2）年度北海学園大学１部・２部人文学部英米文化学科の推

薦入学試験（公募制）において、小論文の問題文に誤植があることが判明しました。ご関係の皆様に 

本学の処置をご説明申し上げますとともに、厳正であるべき入学試験において、このようなミスがあっ

たことを心よりお詫び申し上げます。 

 

ミスの内容および対応については次の通りです。 

 

1.試験科目 小論文 

2.試験実施日時 2019（令和元）年 11月 24日（日） 10:00～11:00 

3.入試方式 推薦入学試験（公募制） 

4.対象学部・学科と

受験者数 

人文学部１部英米文化学科 26名 

人文学部 2部英米文化学科 16名 

5.合格発表日 2019（令和元）年 12月 6日（金） 

6.内容および対応 

該当箇所 

「クール・ジャパン」に関する２つの課題文のうちの【文章２】の英文に誤植 

（６語欠落）がありました。 

（誤）(1) Japan is launching a billion-dollar fund to promote world. 

（正）(1) Japan is launching a billion-dollar fund to promote the country’s pop culture  

around the world. ［赤字部分が欠落箇所］ 

 

この箇所に関係する設問は次の通りです。 

問題１：下線部(1)に関して、日本政府が推進している「クール・ジャパン」政

策とはどのようなもので、そこにはどのような問題点があるか、文章

１・２も参照しながら、４００字以内でまとめなさい。 

 

対応 

この誤植に伴う得点の調整は行いませんでした。したがって、合否判定への影 

響もありません。理由は次の通りです。 

1. 下線部(1)は「クールジャパン」について述べた文章の導入部にあ

たります。問題１で問われている政策の内容や問題点はそれ以下

に記述されているため、下線部(1)に語句の欠落があっても、全体

の読解や解答には支障がありません。 

2. さらに、下線部(1)の解釈を解答に含めた答案も減点せず、誤植に

よる不利益が生じないようにする方針で採点を行いましたが、そ

のような答案はありませんでした。 

 

北海学園大学では、今回起こった出題ミス発生の原因を調査し、このような事態を今後起こすことのな

いよう、全学をあげて再発防止に取り組む所存です。 


